付録１．現地調査の結果（各コースの設備）

①御幸ヶ原コース　設備の状況
	
	設置数
	主な設置箇所
	損傷状況
	数的過不足
	質的過不足
	備考

	登山道
	―
	急な斜面に配置された階段．それを避けるように歩く道
	・丸太階段のボルト露出(１)
・土砂を塞き止めていると思われる２ｍ四方の柵
	
	
	道幅は人一人すれ違える程度

	案内板

(距離・位置)
	3
	・山頂から1.3ｋｍ

・山頂から1km（関東ふれあいの道として）

・山頂から0.5ｋｍ
	なし
	全長2.3kmに対して，0.8km

登るまで表示がない(全長数が合わない)
	内容も無機質
	

	案内板

(自然)
	3
	・ツクバネ（中腹）

・男女ノ川源流

・筑波石(休憩地点前)
	なし
	
	各看板の統一感のなさが感じられる
	

	ベンチ
	１
	中腹
	なし
	1箇所だが2台並んでいる

もっとあればいいが，なくてもいい程度
	
	腰掛けて休める岩場が数箇所ある

	トイレ
	０
	なし
	なし
	必要数に対し，特に少ない印象ではなかった
	
	人は頂上に近づかないとトイレを必要と感じないのでは？


②白雲橋コース　設備の状況
	
	設置数
	主な設置箇所
	損傷状況
	数的過不足
	質的過不足
	備考

	登山道
	―
	―
	金属の杭が出ている箇所有
	
	
	道幅は狭い

	案内板
(距離・位置)
	６
	登山口・迎場コースとの分岐点
	古くなって読みにくいものもある
	十分
	素っ気ない
	

	案内板
(自然)
	０
	
	
	
	
	

	ベンチ
	０
	
	
	
	
	

	トイレ
	０
	
	
	
	
	


③おたつ石コース　設備の状況
	
	設置数
	主な設置箇所
	損傷状況
	数的過不足
	質的過不足
	備考

	登山道
	―
	―
	
	
	大きな岩が続く部分は少し厳しい
	道幅は広く十分確保されていた．

	案内板
(距離・位置)
	６
	最初と途中と最後
	古く，見えない箇所がある部分があった
	少し少ない
	現在位置がわからない
	

	案内板
(自然)
	13
	植物や，奇岩にあった
	古い
	
	名称だけで説明がない
	

	ベンチ
	4
	休憩所
	
	広場になっているがベンチがないなど

もう少し欲しい
	
	

	トイレ
	０
	
	
	
	
	


④迎場コース　設備の状況
	
	設置数
	主な設置箇所
	損傷状況
	数的過不足
	質的過不足
	備考

	登山道
	―
	―
	
	
	
	道幅は人一人がゆったりとすれ違える程度

	案内板
(距離・位置)
	3
	起点・途中・終点
	終点のものは激しく損傷
	
	・古い

・わかりづらい
	コースは塗装されていてわかりやすいのでなくても可

	案内板
(自然)
	0
	なし
	
	なくてもよい
	
	各植物の名称板はあり

	ベンチ
	5箇所×２台
	コース中，割と一定間隔で
	大きめ．

苔の影響か緑に変色．
	不足はない
	もう少し傷んでいなければよかった
	

	あずまや
	2
	半分より上り寄り
	屋根から植物が伸び放題
	不足はない
	問題なく使える
	ビオトープを超えるレベル

	トイレ
	0
	
	
	
	
	


⑤自由研究路　設備の状況
	
	設置数
	主な設置箇所
	損傷状況
	数的過不足
	質的過不足
	備考

	登山道
	―
	―
	危険箇所に手すりが壊れているところあり
	
	危険な箇所は整備の必要あり
	道幅は頑張れば人がすれ違える程度

	案内板
(距離・位置)
	？
	
	
	
	
	

	案内板
(自然)
	18
	周回路にほぼ等間隔に設置
	読み取れない程老朽化しているものも
	十分
	質(老朽化)の向上の必要あり
	

	ベンチ
	2
	休憩所
	
	
	
	

	トイレ
	0
	
	
	御幸ヶ原にあるので，なくても可
	
	


⑥薬王院コース　設備の状況
	
	設置数
	主な設置箇所
	損傷状況
	数的過不足
	質的過不足
	備考

	登山道
	―
	―
	一部に倒木あり．

階段上部で崩れ防止の木が破損．
	
	
	道幅

階段部分は１ｍ程度．それ以外は30～50cm程度

	案内板
(距離・位置)
	7
	登山口・林道交差部・自然研究路分岐点
	簡易行き先表示が汚くなっている．

距離表示塔に貼ってある地図が壊れそう．
	ほぼ適当

（加えるとしたら階段部分）
	簡易行き先表示が簡単すぎる．


	

	案内板
(自然)
	0
	
	
	
	
	

	ベンチ
	0
	なし
	
	
	
	

	トイレ
	0
	なし
	
	
	
	


⑦キャンプ場コース　設備の状況
	
	設置数
	主な設置箇所
	損傷状況
	数的過不足
	質的過不足
	備考

	登山道
	―
	―
	特になし
	
	キャンプ場付近の道がはっきりせず．
	道幅は70cm程度．

	案内板
(距離・位置)
	３
	最初と中間と最後
	ほぼ見やすいが，部分的に破損している
	キャンプ場内に１つ必要．
	
	最初と，中間・最後で種類が異なる．

	案内板
(自然)
	１
	途中
	古く，傷んでいる
	
	具体的な植物の説明はなし
	

	ベンチ
	０
	
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	
	
	中間に広場があり，休憩に適切

	トイレ
	０
	
	
	
	
	


⑧旧ユースホステルコース　設備の状況
	
	設置数
	主な設置箇所
	損傷状況
	数的過不足
	質的過不足
	備考

	登山道
	―
	―
	轍を水が流れている．
	
	
	道幅は3mくらい．

	案内板
(距離・位置)
	4
	登山口，御幸ヶ原
	
	ほぼ適当
	登山口には全体のコース図が必要
	

	案内板
(自然)
	説明1

注意2
	途中の休憩所（ベンチ）
	情報が遅れている．（真壁町，YH…）　
	もう少し必要
	
	

	ベンチ
	4ヶ所(7つ)
	
	
	十分
	
	

	トイレ
	1
	御幸ヶ原
	
	適当
	
	


⑨男の川コース　設備の状況
	
	設置数
	主な設置箇所
	損傷状況
	数的過不足
	量的過不足
	備考

	登山道
	―
	―
（途中，木が地面に組み込まれ整備されている箇所あり．）
	
	多数不足．

材料の余りが置いてあり，整備途中の様子がうかがえる．
	
	源流より上は道幅３０～５０ｃｍ．また，途中で登山道がはっきりしていない部分あり．

	案内板(距離・位置)
	１
	最初
	古い
	多数不足
	所要時間が書かれていない
	

	案内板(自然)
	０
	
	
	多数不足
	
	

	ベンチ
	０
	
	
	３ヶ所不足
	
	

	トイレ
	０
	
	
	１ヶ所不足
	
	


⑩東筑波ハイキングコース

	
	設置数
	主な設置箇所
	損傷状況
	数的過不足
	質的過不足
	備考

	登山道
	―
	―
	
	
	
	小川など自然が豊富．

また，道はそれほど整備されていない．

	案内板(距離・位置)
	8+8
	つつじヶ丘から0.1km，0.6km，1.3kmなど
	
	
	
	距離表示のないものが8つほど．

足して16個

	案内板(自然)
	0
	
	
	
	さまざまな自然が生い茂っているため，特化すべきものが見当たらない．
	

	ベンチ
	0
	なし
	
	
	
	

	トイレ
	0
	なし
	
	
	
	


